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運用報告書（全体版） 

次世代モビリティ社会創生株ファンド 

 

愛称：モビリティ・ライフ 

 
 

第６期（決算日：2021年２月15日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「次世代モビリティ社会創生株

ファンド」は、去る２月15日に第６期の決算を行いま

した。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／株式 

信託期間 2023年２月15日まで（2018年３月16日設定） 

運用方針 

次世代モビリティ社会創生株マザーファンド
受益証券への投資を通じて、主として日本を
含む世界各国（新興国を含みます。）の自動車
関連企業の株式等（ＤＲ（預託証書）を含みま
す。）に投資を行います。 
マザーファンド受益証券の組入比率は高位を
維持することを基本とします。 
実質組入外貨建資産については、原則として
為替ヘッジを行いません。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

次世代モビリティ社会創生株マ
ザーファンド受益証券を主要投
資対象とします。 

マ ザ ー
ファンド 

日本を含む世界各国（新興国を含
みます。）の自動車関連企業の株
式等（ＤＲ（預託証書）を含みま
す。）を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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次世代モビリティ社会創生株ファンド

 ファンドマネージャーのコメント 
 
当期の運用に主眼を置いたポイントをご説明させていた
だきます。 
 
■投資環境について 
当期の世界株式市況は、期首に比べ大きく上昇しました。
新型コロナウイルスの感染再拡大や米大統領選を巡る不
透明感が台頭したことなどから一時的に上値の重くなる
局面もありましたが、ワクチン実用化を受けた新型コロ
ナウイルス感染拡大の収束や米バイデン新政権下におけ
る追加経済対策への期待の高まりなどから期を通じてみ
ると大幅に上昇しました。 
 
■運用のポイント 
日本を含む世界各国の株式等のなかから、主として自動
車産業における技術革新や構造変化等によって高い成長
性や競争力などが期待される次世代自動車関連企業を選
定して投資することにより、中長期的な値上がり益の獲
得をめざして運用を行いました。具体的には、「欧州・
中国での電気自動車（ＥＶ）市場の拡大」、「自動運転
システム高度化によるセンサー・半導体市場の拡大」、
「カーシェア・ライドシェアなど新しいモビリティサー
ビス市場の拡大」などに注目し、各分野で競争力があり
高い成長性を期待できる企業を選定し投資を行いました。 
期中におきましては、個別銘柄の業績動向などを検討し
たうえで、一部銘柄の売買を実施しました。具体的には、
GREAT WALL MOTOR COMPANY-HやGENERAL 

MOTORS COなどを新規に買い付け、HANGZHOU 
HIKVISION DIGITAL-A や BRILLIANCE CHINA 
AUTOMOTIVEなどを全株売却しました。 
前記の運用を行った結果、組入銘柄であるTESLA INC、
BYD CO LTD-Hの株価が上昇したことなどを理由に基
準価額は期首に比べ52.2％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。 
 
■運用環境見通しおよび今後の運用方針 
2020年後半からの欧州・中国を中心とする世界ＥＶ市
場の急速な拡大は目を見張るものがあります。コロナ禍
を経て人々の環境への意識が強まったことやカーボンニ
ュートラルに向けて各国の足並みが揃ったことなどが重
なり、世界自動車市場のＥＶシフトは加速局面に入った
と考えています。2021年はとりわけ米国の環境規制に
注目してまいります。環境を重視するバイデン大統領が
自動車業界に対してどこまで踏み込んだ規制を発表する
のかが焦点になります。世界２位の自動車市場である米
国の環境規制が自動車メーカーの今後の販売戦略に大き
な影響を与えるのは間違いありません。銘柄選択にあた
っては、ＥＶ市場において強い競争力を有する企業や車
載用リチウムイオン電池市場拡大の恩恵を受ける企業な
どに注目してまいります。 

 

株式運用部
ファンドマネージャー

飯田 太郎  村山 信明  石川 勝士  畑澤 巧  森 俊典
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次世代モビリティ社会創生株ファンド

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

２期(2019年２月15日) 7,836 0 △12.9 95.2 － 241 

３期(2019年８月15日) 7,202 0 △ 8.1 94.7 － 223 

４期(2020年２月17日) 9,127 0 26.7 96.2 － 282 

５期(2020年８月17日) 9,783 0 7.2 96.0 － 306 

６期(2021年２月15日) 12,985 1,900 52.2 92.7 － 448 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2020年８月17日 9,783 － 96.0 － 

８月末 10,122 3.5 96.0 － 

９月末 10,047 2.7 95.9 － 

10月末 10,304 5.3 96.0 － 

11月末 11,989 22.5 95.4 － 

12月末 12,742 30.2 92.7 － 

2021年１月末 13,849 41.6 92.8 － 

(期  末)     

2021年２月15日 14,885 52.2 92.7 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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次世代モビリティ社会創生株ファンド

 運用経過 
第６期：2020年８月18日～2021年２月15日 

当期中の基準価額等の推移について 
 
基準価額等の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。 

第 ６ 期 首 9,783円 
第 ６ 期 末 12,985円 
既払分配金 1,900円 
騰 落 率 52.2％ 

（分配金再投資ベース） 
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次世代モビリティ社会創生株ファンド

 
 
 
 
 
 
 
基準価額の主な変動要因 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

基準価額は期首に比べ52.2％（分配金再投資ベース）の上昇と
なりました。 

基準価額の動き 

組入銘柄であるTESLA INC、BYD CO LTD-Hの値上がりなどが
基準価額の上昇要因となりました。 

上昇要因 

組入銘柄であるNIDEC CHAUN-CHOUNG TECHNOLOGの値
下がりなどが基準価額の下落要因となりました。米ドルや香港
ドルが円に対して下落したことも基準価額の下落要因となりま
した。 

下落要因 

次世代モビリティ社会創生株ファンド
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次世代モビリティ社会創生株ファンド

 
投資環境について 

 
株式市況 
世界株式市況は、期首に比べ大きく上昇
しました。 
世界株式市況は新型コロナウイルスの感
染再拡大や米大統領選を巡る不透明感が
台頭したことなどから一時的に上値の重
くなる局面もありましたが、ワクチン実
用化を受けた新型コロナウイルス感染拡
大の収束や米バイデン新政権下における

追加経済対策への期待の高まりなどから
期を通じてみると大幅に上昇しました。 
 
為替市況 
主要通貨は円に対してまちまちとなりま
した。 
為替市況は、米ドルや香港ドルは円に対
して下落、ユーロや韓国ウォンは上昇し
ました。 

 
 
当該投資信託のポートフォリオについて 

 
次世代モビリティ社会創生株ファンド 
次世代モビリティ社会創生株マザーファ
ンド受益証券への投資を通じて、日本を
含む世界各国の株式等のなかから、主と
して自動車産業における技術革新や構造
変化等によって高い成長性や競争力など
が期待される次世代自動車関連企業に投
資を行いました。 
 
次世代モビリティ社会創生株マザー
ファンド 
日本を含む世界各国の株式等のなかから、
主として自動車産業における技術革新や
構造変化等によって高い成長性や競争力
などが期待される次世代自動車関連企業
を主要投資対象とし、中長期的な値上が
り益の獲得をめざして運用を行いました。

具体的には、「欧州・中国でのＥＶ市場
の拡大」、「自動運転システム高度化に
よるセンサー・半導体市場の拡大」、
「カーシェア・ライドシェアなど新しい
モビリティサービス市場の拡大」などに
注目し、競争力があり高い成長性を期待
できる企業を選定し投資を行いました。 
組入銘柄数は47－49銘柄で推移させまし
た。当期では、個別銘柄の業績動向など
を検討したうえで、一部銘柄の売買を実
施しました。具体的には、GREAT WALL 
MOTOR COMPANY-H や GENERAL 
MOTORS COなどを新規に買い付け、
HANGZHOU HIKVISION DIGITAL-Aや
BRILLIANCE CHINA AUTOMOTIVEな
どを全株売却しました。 

 

第６期：2020年８月18日～2021年２月15日

次世代モビリティ社会創生株ファンド
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次世代モビリティ社会創生株ファンド

 
当該投資信託のベンチマークとの差異について 

 
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。 
 
分配金について 

 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 
 
分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み） 
 

項 目  第６期 
2020年８月18日～2021年２月15日 

 当期分配金（対基準価額比率）  1,900（12.765％） 

  当期の収益  1,825 

  当期の収益以外  74 

 翌期繰越分配対象額  2,985 

 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基

準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。 
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次世代モビリティ社会創生株ファンド

 今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。） 
 
次世代モビリティ社会創生株ファンド 
次世代モビリティ社会創生株マザーファ
ンドを主要投資対象とし、実質的な運用
はマザーファンドで行います。 
実質組入外貨建資産については、原則と
して為替ヘッジを行いません。 
 
次世代モビリティ社会創生株マザー
ファンド 
日本を含む世界各国の株式等のなかから、
主として自動車産業における技術革新や
構造変化等によって高い成長性や競争力
などが期待される次世代自動車関連企業
を選定して投資することにより、中長期
的な値上がり益の獲得をめざして運用を
行います。 
自動車産業においては、世界各国の環境
政策やＡＩ技術の進歩などを背景に大き

な変革期を迎えています。ＣＯ２排出ゼ
ロに向けた自動車電動化への流れ、ＡＩ
技術の進歩による自動運転実用化への取
り組み、自動車の所有から共有への流れ
などが同時進行しており、今後ますます
加速していくものと考えられます。こう
した構造変化によって、ライドシェアの
ような新しいモビリティサービスが創出
されつつあり、自動車製造においては内
燃機関から電池・モーターなどへの付加
価値シフトが起こり始めています。当フ
ァンドではこうした自動車関連ビジネス
の構造変化等から恩恵を享受すると考え
られる企業に投資を行ってまいります。 
銘柄選択にあたっては、ＥＶ市場におい
て強い競争力を有する企業や車載用リチ
ウムイオン電池市場拡大の恩恵を受ける
企業などに注目してまいります。 
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次世代モビリティ社会創生株ファンド

 
１万口当たりの費用明細 

 
項目 

 当期  
項目の概要 

 金額（円）  比率（％）  

(ａ)信 託 報 酬  100  0.855  (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数） 

 ( 投 信 会 社 )  (48)  (0.413)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価 
 ( 販 売 会 社 )  (48)  (0.414)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価 
 ( 受 託 会 社 )  (3)  (0.028)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

(ｂ)売買委託手数料  8  0.071  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 ( 株 式 )  (8)  (0.071)   

(ｃ)有価証券取引税  2  0.013  (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 ( 株 式 )  (2)  (0.013)   

(ｄ)そ の 他 費 用  15  0.131  (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 ( 保 管 費 用 )  (15)  (0.129)  有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 
 ( 監 査 費 用 )  (0)  (0.002)  ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 
 ( そ の 他 )  (0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他諸費用 

合  計  125  1.070   

期中の平均基準価額は、11,675円です。   
 
（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を

含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。 

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。 

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。 

2020年８月18日～2021年２月15日

次世代モビリティ社会創生株ファンド
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（参考情報） 
■総経費率 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.97％です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 
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次世代モビリティ社会創生株ファンド

○売買及び取引の状況 (2020年８月18日～2021年２月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
次世代モビリティ社会創生株マザーファンド 37,085 52,804 53,955 81,248 

 
 
 

○株式売買比率 (2020年８月18日～2021年２月15日) 

 

項 目 
当 期 

次世代モビリティ社会創生株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 148,642千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 349,999千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.42   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年８月18日～2021年２月15日) 

 

＜次世代モビリティ社会創生株ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜次世代モビリティ社会創生株マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 51 － － 97 5 5.2 

為替直物取引 106 30 28.3 121 52 43.0 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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次世代モビリティ社会創生株ファンド

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 267千円 
うち利害関係人への支払額（B） 4千円 

（B）／（A） 1.6％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2020年８月18日～2021年２月15日) 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
300 － － 300 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2021年２月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

次世代モビリティ社会創生株マザーファンド 293,855 276,985 441,321 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2021年２月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

次世代モビリティ社会創生株マザーファンド 441,321 84.7 

コール・ローン等、その他 79,866 15.3 

投資信託財産総額 521,187 100.0 
 

（注） 次世代モビリティ社会創生株マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（438,595千円）の投資信託財産総額（507,013千円）

に対する比率は86.5％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝105.12円 １ユーロ＝127.44円 １香港ドル＝13.56円 100インドネシアルピア＝0.76円 

100韓国ウォン＝9.53円 １ニュー台湾ドル＝3.75円 １オフショア元＝16.37円  

  

親投資信託残高 
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次世代モビリティ社会創生株ファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年２月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 521,187,718   

 コール・ローン等 14,366,111   

 次世代モビリティ社会創生株マザーファンド(評価額) 441,321,607   

 未収入金 65,500,000   

(B) 負債 73,185,976   

 未払収益分配金 65,551,679   

 未払解約金 4,431,877   

 未払信託報酬 3,196,080   

 未払利息 2   

 その他未払費用 6,338   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 448,001,742   

 元本 345,008,839   

 次期繰越損益金 102,992,903   

(D) 受益権総口数 345,008,839口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,985円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 313,128,971円 

期中追加設定元本額 61,185,010円 

期中一部解約元本額 29,305,142円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.2985円です。 

○損益の状況 (2020年８月18日～2021年２月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        619   

 受取利息 8   

 支払利息 △        627   

(B) 有価証券売買損益 158,729,651   

 売買益 167,297,631   

 売買損 △  8,567,980   

(C) 信託報酬等 △  3,202,418   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 155,526,614   

(E) 前期繰越損益金 △  4,135,110   

(F) 追加信託差損益金 17,153,078   

 (配当等相当額) (      580,691)  

 (売買損益相当額) (   16,572,387)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 168,544,582   

(H) 収益分配金 △ 65,551,679   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 102,992,903   

 追加信託差損益金 17,153,078   

 (配当等相当額) (      591,618)  

 (売買損益相当額) (   16,561,460)  

 分配準備積立金 85,839,825   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2020年８月18日～ 
2021年２月15日 

費用控除後の配当等収益額 787,387円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 148,038,617円 

収益調整金額 17,153,078円 

分配準備積立金額 2,565,500円 

当ファンドの分配対象収益額 168,544,582円 

１万口当たり収益分配対象額 4,885円 

１万口当たり分配金額 1,900円 

収益分配金金額 65,551,679円 
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次世代モビリティ社会創生株ファンド

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 1,900円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2021年２月15日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

当ファンドについて、当社の香港現地法人であるMitsubishi UFJ Investment Services (HK) Limited（以下、「MUIS香港」といいます。）

から投資助言・情報提供を受けて運用しておりましたが、同業務を東京本社に集約したため、MUIS香港からの投資助言・情報提供について

は、2020年12月31日に終了いたしました。 
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